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平
成
一
〇
年
三
月
二
五
日
と
五
月
一
三
日
の
二
回
に
わ
た
り
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
で
、
さ
ら
に
一
〇
月
六
日
に
質

問
主
意
書
（
以
下
、
質
問
主
意
書
（
一
）
と
い
う
）
で
、
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
（
以
下
、
育
英
会
と
い
う
）
へ
の
天
下

り
問
題
、
内
部
の
混
乱
と
変
質
に
つ
い
て
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
状
況
は
、
再
三
に
わ
た
る
質
問
お

よ
び
主
務
官
庁
の
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
育
英
会
の
運
営
は
混
迷
を
深
め
る
ば
か
り
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
育
英
会
の
運
営

が
正
常
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
立
場
か
ら
、
以
下
の
質
問
を
行
う
。 

一 

育
英
会
の
理
事
の
選
任
に
つ
い
て 

1 

育
英
会
の
寄
附
行
為
に
定
め
る
理
事
会
の
定
数
は
一
五
人
か
ら
二
五
人
で
あ
る
が
、
平
成
一
〇
年
八
月
二
六
日
に
定
数

割
れ
し
て
以
来
三
か
月
以
上
が
経
過
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
二
月
五
日
付
の
産
経
新
聞
に
よ
れ
ば
、
新
た
な
理
事
選

任
を
め
ぐ
っ
て
評
議
員
会
と
理
事
長
サ
イ
ド
が
対
立
し
、
原
案
ど
お
り
の
三
人
で
は
な
く
評
議
員
会
か
ら
修
正
提
案
が
な

さ
れ
出
席
評
議
員
の
過
半
数
を
と
っ
た
「
八
人
が
議
決
さ
れ
た
と
し
て
処
理
す
る
し
か
な
い
」
と
主
務
官
庁
の
総
務
庁
が

見
解
を
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宮
崎
清
文
理
事
長
と
穴
吹
俊
士
専
務
理
事
が
納
得
せ
ず
、
理
事
の
補
充
が
滞
っ
て
い

る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
か
か
る
状
況
は
極
め
て
異
常
な
状
況
で
あ
り
、
執
行
機
関
と
し
て
の
理
事
会
お
よ
び
特
に
理
事 

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

3 

平
成
一
〇
年
七
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
育
英
会
の
理
事
・
評
議
員
懇
談
会
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
佐
藤
光
房
評
議
員
か

ら
「
理
事
会
の
定
数
の
下
限
ぎ
り
ぎ
り
で
は
い
つ
定
数
割
れ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
の
評
議
員

会
で
現
場
で
汗
を
流
し
た
三
団
体
の
代
表
を
理
事
に
す
る
と
の
評
議
員
会
決
議
を
、
放
置
し
た
責
任
が
宮
崎
理
事
長
ら
執 

2 
極
め
て
異
常
な
状
況
に
よ
り
、
来
春
大
学
進
学
を
め
ざ
す
交
通
遺
児
た
ち
の
奨
学
生
予
約
採
用
が
ず
れ
込
み
、
受
験
時

期
を
迎
え
て
も
予
約
決
定
が
も
ら
え
ず
、
安
心
し
て
受
験
で
き
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

過
去
三
〇
年
の
育
英
会
の
歴
史
で
、
交
通
遺
児
に
奨
学
金
貸
与
に
つ
い
て
迷
惑
を
か
け
る
事
態
に
な
っ
た
の
は
、
宮
崎

清
文
理
事
長
ら
執
行
部
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。
宮
崎
執
行
部
は
責
務
を
ま
っ
と
う
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
総
務

庁
は
執
行
部
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

理
事
選
任
問
題
の
紛
糾
が
早
期
に
解
決
さ
れ
な
い
と
、
理
事
の
登
記
が
遅
れ
、
年
内
に
理
事
会
の
開
催
が
で
き
ず
、
育

英
会
は
機
能
停
止
と
な
り
、
奨
学
生
の
採
用
業
務
の
停
止
が
現
実
の
も
の
と
な
る
。
か
つ
て
、
平
成
八
年
七
月
に
も
奨
学

金
送
金
の
遅
れ
で
交
通
遺
児
の
学
生
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
が
朝
日
新
聞
に
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
二
度
に
わ
た
り
育
英
会

の
事
業
の
根
幹
で
あ
る
奨
学
金
貸
与
で
交
通
遺
児
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。 

長
、
専
務
理
事
の
責
任
は
極
め
て
重
い
。
総
務
庁
は
、
か
か
る
異
常
な
状
況
を
ど
う
収
拾
す
る
つ
も
り
か
。 

四 

 



 

寄
附
行
為
第
一
五
条
「
理
事
お
よ
び
監
事
は
、
評
議
員
会
が
こ
れ
を
選
任
し
…
…
」
と
、
評
議
員
会
の
重
大
な
役
割
を

定
め
て
お
り
、
牽
制
機
関
で
あ
る
評
議
員
会
の
最
も
重
大
な
機
能
で
あ
る
理
事
の
選
任
の
決
議
を
棚
上
げ
に
し
た
こ
と 

 

は
、
理
事
会
お
よ
び
特
に
宮
崎
理
事
長
ら
執
行
部
が
評
議
員
会
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
評
議
員
会
の
決
議

の
棚
上
げ
は
宮
崎
理
事
長
ら
執
行
部
の
背
任
行
為
で
あ
る
。 

行
部
に
は
あ
る
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
佐
藤
評
議
員
の
心
配
が
現
実
に
な
り
、
理
事
会
が
定
数
割
れ
と
な
っ

た
。 こ

の
こ
と
は
、
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
開
催
の
評
議
員
会
の
議
長
を
務
め
た
宮
原
守
男
氏
（
弁
護
士
）
が
、
平
成
一
〇

年
一
一
月
二
五
日
開
催
の
評
議
員
会
に
出
席
し
、
「
現
場
で
汗
を
流
し
た
三
団
体
の
代
表
を
理
事
に
す
る
決
議
は
あ
っ 

 

た
。
執
行
部
は
食
い
逃
げ
し
た
」
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。 

平
成
六
年
三
月
三
〇
日
に
「
現
場
で
汗
を
流
し
た
三
団
体
か
ら
理
事
候
補
を
推
薦
し
て
も
ら
い
評
議
員
会
に
付
議
す
る

よ
う
」
評
議
員
会
が
決
議
し
た
こ
と
を
、
「
決
議
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
」
な
ど
と
難
癖
を
つ
け
四
年
半
以
上
に
わ
た
り
、 

 

執
行
機
関
と
し
て
の
理
事
会
お
よ
び
宮
崎
理
事
長
ら
執
行
部
は
、
棚
上
げ
に
し
て
き
た
。 

総
務
庁
は
執
行
部
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

五 

 



 

二 

育
英
会
の
会
長
の
互
選
問
題
に
つ
い
て 

1 
平
成
六
年
七
月
八
日
に
武
田
豊
会
長
が
辞
任
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
会
長
職
は
空
席
の
ま
ま
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
平
成

九
年
三
月
二
五
日
の
第
五
六
回
理
事
会
に
お
い
て
、
「
本
人
が
承
諾
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
会
長
に
互
選
さ 

 

れ
た
も
の
と
み
な
す
」
と
三
鬼
彰
氏
を
条
件
付
き
で
会
長
に
互
選
し
、
宮
崎
理
事
長
が
「
三
鬼
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て

話
し
合
い
を
す
る
」
と
の
約
束
を
し
た
が
、
同
年
五
月
二
七
日
の
臨
時
理
事
会
で
同
理
事
長
は
「
私
が
参
る
前
に
、
大
体

サ
ウ
ン
ド
し
た
方
が
い
い
と
思
い
、
穴
吹
専
務
理
事
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
段
階
で
は
固
辞
す
る
と
い
う

お
話
だ
っ
た
」
と
回
答
し
た
。
宮
崎
理
事
長
が
三
鬼
氏
に
面
談
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
質
問
主
意
書
（
一
）
に
対
す
る
平

成
一
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
付
の
回
答
で
確
定
し
た
。 

質
問
主
意
書
（
一
）
で
、
三
鬼
氏
へ
の
会
長
就
任
を
ど
の
よ
う
に
依
頼
し
た
か
、
そ
の
事
実
関
係
の
調
査
を
総
務
庁
に

お
願
い
し
た
が
、
穴
吹
専
務
理
事
の
行
動
に
つ
い
て
は
回
答
が
な
い
。 

関
係
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
育
英
会
事
務
局
の
参
事
役
お
よ
び
事
務
局
次
長
か
ら
「
穴
吹
専
務
理
事
は
会
長
就
任
依
頼
を

目
的
で
新
日
鉄
本
社
秘
書
部
を
訪
問
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
穴
吹

専
務
理
事
は
「
新
日
鉄
秘
書
部
に
電
話
は
し
て
い
な
い
が
、
秘
書
に
会
っ
た
。
面
会
日
、
面
会
者
は
忘
れ
た
。
面
会
し
た 

六 

 



 

会
長
を
補
佐
す
る
理
事
長
と
専
務
理
事
が
、
育
英
会
の
業
務
を
総
理
す
る
会
長
職
へ
の
就
任
依
頼
を
、
理
事
会
が
互
選

し
た
三
鬼
氏
に
し
た
か
し
な
い
か
は
、
寄
附
行
為
に
定
め
る
重
大
事
項
で
あ
る
。
質
問
主
意
書
（
一
）
で
も
調
査
を
お 

 
 

願
い
し
た
が
、
重
ね
て
早
急
に
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
総
務
庁
は
調
査
実
施
の
意
思
は
あ
る
か
。
ま

た
、
調
査
結
果
を
報
告
で
き
る
か
。 

総
資
産
三
四
〇
億
円
超
の
財
団
法
人
の
専
務
理
事
が
、
日
本
を
代
表
す
る
企
業
・
新
日
本
製
鐵
株
式
会
社
の
相
談
役
に

会
長
の
就
任
を
お
願
い
す
る
重
大
な
案
件
に
つ
い
て
、
秘
書
部
に
事
前
の
ア
ポ
イ
ン
ト
の
電
話
も
せ
ず
に
突
然
訪
問
し
た

と
す
る
異
常
さ
。
突
然
の
訪
問
に
、
対
応
し
た
秘
書
部
の
方
が
、
直
ち
に
「
会
長
就
任
を
固
辞
す
る
」
と
の
返
答
を
し
た

と
す
る
異
常
さ
。
さ
ら
に
、
秘
書
部
訪
問
の
日
時
、
面
会
相
手
の
名
前
を
忘
れ
、
名
刺
を
探
し
て
い
る
が
見
つ
か
ら
な
い

と
い
う
異
常
さ
。
子
ど
も
じ
み
た
弁
解
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。 

秘
書
の
名
刺
を
探
し
て
い
る
が
見
つ
か
ら
な
い
。
秘
書
は
三
鬼
氏
の
会
長
就
任
に
は
初
め
か
ら
乗
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
会

長
就
任
を
固
辞
し
た
」
旨
、
理
事
会
で
回
答
し
た
と
聞
く
。 

宮
崎
理
事
長
並
び
に
穴
吹
専
務
理
事
は
、
会
長
就
任
依
頼
を
し
て
い
な
い
の
に
、
「
就
任
依
頼
に
行
っ
た
」
と
虚
偽
の 

 

発
言
を
し
た
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。 

七 

 



 

三 

執
行
機
関
と
し
て
の
理
事
会
の
責
任
に
つ
い
て 

2 

穴
吹
専
務
理
事
が
三
鬼
氏
に
会
長
就
任
依
頼
に
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
宮
崎
理
事
長
並
び
に
穴
吹

専
務
理
事
の
行
為
は
、
重
大
な
「
職
責
違
背
」
で
あ
り
「
背
任
」
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
総
務
庁
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
。 

育
英
会
の
理
事
に
は
、
関
係
官
庁
出
身
の
次
官
や
局
長
経
験
者
、
関
係
官
庁
推
薦
の
有
識
者
、
損
害
保
険
関
係
の
責
任
者

の
方
々
な
ど
高
名
な
方
が
就
任
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
回
に
わ
た
る
国
会
質
問
に
加
え
、
二
回
目
と
な
る
質
問
主
意
書

で
指
摘
し
、
さ
ら
に
総
務
庁
の
指
導
が
行
わ
れ
た
育
英
会
の
運
営
に
か
か
る
重
大
事
項
を
、
「
い
わ
ゆ
る
名
誉
職
だ
か
ら
」 

 

と
か
「
非
常
勤
だ
か
ら
わ
か
ら
な
い
」
と
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
放
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る 

 

議
事
録
に
よ
れ
ば
、
育
英
会
の
今
日
の
異
常
な
状
況
に
つ
い
て
、
平
成
一
〇
年
九
月
二
九
日
に
総
務
庁
は
育
英
会
の
担
当

者
を
呼
ん
で
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
総
務
庁
は
「
執
行
機
関
と
し
て
の
理
事
会
、
特
に
理
事
長
お
よ
び
二
人
の

常
勤
の
理
事
の
責
任
が
ま
っ
と
う
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」
と
四
回
も
発
言
し
て
い
る
。 

ま
た
、
就
任
依
頼
に
行
っ
て
な
い
と
す
れ
ば
、
直
ち
に
理
事
長
あ
る
い
は
専
務
理
事
職
を
辞
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

総
務
庁
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。 

八 

 



 

四 
育
英
会
へ
の
「
天
下
り
」
問
題
に
つ
い
て 

関
係
者
の
話
に
よ
る
と
、
質
問
主
意
書
（
一
）
に
対
す
る
回
答
を
読
ん
だ
上
で
、
穴
吹
専
務
理
事
は
理
事
会
で
、
「
久
木 

 
 

常
任
理
事
が
使
者
に
立
ち
、
宮
崎
氏
に
理
事
就
任
の
依
頼
を
し
た
。
」
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
穴
吹
専
務
理
事
名 

 

で
、
同
様
の
趣
旨
が
記
載
さ
れ
た
文
書
を
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
全
員
に
送
っ
て
い
る
。 

再
三
に
わ
た
り
、
国
会
で
事
実
関
係
を
正
し
、
総
務
庁
が
宮
崎
氏
を
理
事
候
補
と
し
て
育
英
会
に
推
薦
し
た
こ
と
を
認
め

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
穴
吹
専
務
理
事
の
発
言
は
虚
偽
の
発
言
と
断
じ
ざ
る
を
得
な
い
。 

質
問
主
意
書
（
一
）
に
対
し
、
総
務
庁
よ
り
「
平
成
三
年
こ
ろ
、
総
務
庁
は
宮
崎
清
文
氏
を
理
事
候
補
と
し
て
育
英
会
に

推
薦
し
た
」
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。 

平
成
三
年
三
月
二
三
日
に
、
平
成
三
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
事
前
協
議
に
出
席
し
た
席
上
で
、
育
英
会
と
し
て
総

務
庁
の
指
導
・
要
請
を
受
け
入
れ
る
発
言
を
、
久
木
常
任
理
事
が
す
る
。
翌
々
日
の
二
五
日
開
催
の
評
議
員
会
で
宮
崎
氏
が

理
事
に
選
任
さ
れ
る
。
久
木
常
任
理
事
は
、
宮
崎
氏
に
就
任
依
頼
に
は
行
っ
て
い
な
い
。 

が
、
総
務
庁
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

し
か
し
、
事
実
関
係
は
次
の
と
お
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

九 

 



 

 

一
〇 

総
務
庁
は
、
直
ち
に
穴
吹
専
務
理
事
の
発
言
の
真
偽
を
調
査
し
回
答
を
求
め
る
。
ま
た
、
公
益
法
人
の
常
勤
の
専
務
理
事

が
虚
偽
と
断
じ
ざ
る
を
得
な
い
発
言
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
総
務
庁
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
見
解
を
伺
う
。 

右
質
問
す
る
。 


